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電子化テキス卜の国際的共有

電子化テキストと書物との接点
テキス卜 ・データとページ構成一一
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書物の形をとる原文献からテキスト ・ データの構築を行う時 、文字列としての テキス

トの電子コード化だけでは文書の論理機造や空間的な表現形態を取り残すことに なる。

文字コードの みならず文書単位での可搬性を確保する文書形式の 規絡化により、 共有可

能なデータとして書き言葉の表現形式をより笠かに捕捉したものが構築可能になる。 反

面、 データ化にあた っての選択肢は噌え 、 研究目的に応じた データの構築 ・再構築が一

層必要と なる。

1 問題の所在

1.1 テキス卜と書物の形態

テキスト・ データペースは多くの場合、書物から出発しており、電子出版のプロセスに

おいても、従来の書物の形態が様々な側面から出力形式を規定している。 書物と全く独立

したテキス卜・ データの処理を構想することは困難であろう。 そのことは、 従来の書物と

いう形態が書き言葉としてのテキストの成り立ちに密接 に関与しているからであり、 テキ

スト理解に際しでも有用な手がかりを提供しているからではないだろうか。

l.2 書物上の表現形態の電子データ化

書物上の表現形態をページ上の空間配置を含めて電子データ化する手段として構想また

は実用化されているものには、次のようなものがある。

( 1) 非分析的な画像データとしての取り込み

原文献資料の画像データベース構築の方式。

( 2 ) 分析的に付加情報を付け加える方式

1) マーク付け方式 ( 本体となるテキストの中に一定の仕方で制御記号を書き込む )

a)ページの組み方のマーク付け

電算写植やTeXなどの方式。 テキストなどをページ上にどのように配置するかを

細かく指定する。
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( 50 ) 電子化テキストと書物との接点

b)テキス ト内容の階層的構造のマーク付け

文書記述言語SGML(St a ndard Generalized Markup Language) ( IS O 8879 

[1986]， ]1S X 4151 [1992 ])の基礎となっている手法。 テキス 卜の階層的論理構造

に着目して、 その構成の区分化を記述する制御記号をつける。 各部分の具体的配置

方法は出力手続きの問題であるとして、文書構造を定義する記述自体には含めない。

少なくともそのようなマーク付げを基本に考えである。

2 )  WYS 1WY G  ( What Y ou S ee 1s  Wh at Y ou Get )型の文書編集方式

テキス 卜などのページ上の配置を画面で見ながら組み立て、編集用ソフトの仕様によ

って記録する、 パソコンを利用したデス クトップ・パブリッシング CDTP) で発達し

た方式。

実際には、 画像データの検索に便利なように付加情報を付け加えたり、 マーク付け方式

の中でもページ上の配置とテキス 卜構造の記述を組み合わせる方式が開発されている。 こ

こで注意したいのは、 画像データの取り込み以外の手法は、 主として新規のテキス トを本

ないし文書の形に印刷するという作業の流れに即して生まれてきたという点である。 その

ため、 それらの手法を既存文献の電子データ化に利用することもできるが、 道具としては

不十分な点がある。

本稿ではデータの共有ないし共同利用という観点から、 文書の形式を記述するための要

件に立ち戻り、 特にテキス トとページ構成上の空間配置の関係について、 その基本的な問

題点、を整理し、 検討する。

2 話し言葉・書き言葉・電子化テキス卜

2.1 話し言葉を主とし書き言葉を従とするテキス卜観

テキス ト・ データというとき、 まずテキス トを文字列としてのみ把握し、 これを電子コ

ード化することが考えられてきた背景には、 単に技術的制約のみならず、 一定の言語観・

テキス 卜観が前提になっていると考えられる。

それは、1)言語の表現形式は音声言語が基本であり、 文字による(理想的には表音的ア

ルフアベットによって表記される ) 書き言葉は音声言語の表記形式に過ぎず、従属的であ

る、2 )音声言語の形式の基本的性格として線状性ないし逐次性がある、3) 書き言葉の実

現形態の中でも線状のテキス トのみが意味解釈にとって本質的である、 という見方に要約

されよう。

これは、19世紀にヨーロッパで音韻変化の研究に重点を置く言語学が発達して顕著に主

張されるようになった言語観であり、F. de S aus s ureの『一般言語学講義』に至っても
注l

その端的な表明が見られる。 テキス トの電子データ化という局面において、 書き言葉を出

発点、としながら、 テキス ト・ラインのみの抽出が特に疑問視されないとすれば、 この言語

観・テキス ト観が暗黙の前提とされているからではないだろうか。

しかし、 書き言葉は話し言葉の表現形式をすべて忠実に表記しうるものではなく、 反面、

話し言葉では表現できない要素を書き言葉の表現形態のうちに含むことが可能である。 実
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際上、 上記の言語観・ テキス ト観は書き言葉の諸相とその媒体である本などの空間的・立

体的形式の軽視につながる。

2.2 書誌学、 書物の歴史の観点、からの書物の形態と社会的伝搬様式の重視

書物の形態とテキス 卜の読解の関係についての関心が、 すでに書誌学、 社会史といった

分野で、 近年高まりを見せている。 特にコンビュータで読める大量のテキス ト・データの

蓄積という点で先行している欧米の学者の間で、 ディス プレイ上の文字列主体のテキス ト
注2

に対比して伝統的な書物の形態への関心の高まりが見られることは興味深い。

書物の形態を重視する観点に立てば、 書かれたものとしてのテキス ト解釈において、 そ

の媒体 ( 書物など ) のあり方と媒体上でのテキス トの物質的、 空間的実現形態は無視でき

ないものであり、 このことは書物の編集過程でのページ構成上の様々な配慮の重要性の認

識とも軌をーにする。

コンビュータ上では必然的に新しいテキス トの形態が生まれるが、 書物上のテキス トの

研究にコンビュータを利用するという観点からは、 書物の形態をもデータとして取り込む

ことが課題となる。

2.3 何のために何を電子データ化するのか

書物の形態の特徴を最大限電子データ化しようとすれば、 コンピュータ上のデータとし

ては効率が悪くなるかもしれない。 しかし、 狭いテキス ト観に立ち、 文字列のデータ化に

終始する場合には、 もとの文献から多くの情報を取り残すことになるだろう。

そこで問われるのは、 どういう目的のために、 もとの文献をどのような方式で選択的に

データ化するのかという、 作業内容についての明確な認識であろう。 何のために何をコン

ピュータであっかえる形にするのかという基本的な問題がそこで問われてくる。

3. テキス卜とページ構成

3. 1 テキスト構成要素および空間配置上の諸要素の分類

次に、 書物上の、 テキス ト自体を構成する要素と、 空間配置上の諸要素について、 いく

テキス ト|

表l テキス卜構成要素と空間配置上の諸要素

特定の言語の構造への依存性が高い! 依存性が低い

文字種， 言語単位， 文章の構成またはテキス ト構造(要

表記法(わかち書き， 文の終止など)， 素の属性〔見 出し，本文，注記 など) ，階

文法情報 ;層的論理構造)など

〈規則性が高い> <伝統的規範> <自由な表現〉

横書き， 縦書き
:改行， 改ページ， 横組， 縦組，

1進行方向(左→右， 右→左)
空間配置

行間の使い方， 段組， プロック化，

その他のページ・レイアウト

く規則性が高い〉
く組版の原則〉く視覚的要求〉

〈伝統的規範> <自由な表現〉
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つかの観点から分類し、 その電子データ化にともなう問題点を検討する。

まず、 テキス ト構成要素ならびに空間配置上の諸要素について、 大まかに、 特定の言語

の構造への依存性の高いものと低いものとにわけ、 それぞれについて規則性の高さ、 様々

な制約の有無と自由な表現の可能性とについて検討してみる( 表1を参照)。 電子データ化

に際しては、 規則性の高いものについては、 コード化ないし処理シス テム一般の問題とし

て取り扱うことができるだろうし、 自由な表現の可能なものについては、 それぞれの表現

の分析に立脚した個別的な記述が必要となるだろう。 また組版上の慣習に基づくと見なさ

れる形式などについては必要に応じてその取り扱い方を判断することになる。

文章の構成またはテキス トの論理構造といったものはまさに個別的な記述の対象とな

る。 他の言語に翻訳してもほぼ同等に維持されうるという限りにおいて、 特定の言語への

依存性は低いものと言えるが、一つの言語文化の中で文章の書き方の規範といったものが

存在する場合、 文字や表記の規則性とは性格が異なるものの、 その規範に則って書かれて

いるかどうかは、 文章の構成を分析する上で無視することはできない。

空間配置の方では、左から右へといった一行の中の進行方向は、 特定の言語への依存性

の高い要素と言える。 ただし、日本語のように横書きも縦書きも許される場合には、 どち

らかを選択することで一つのス タイルを表現することもできる。 その他、改行、改ページ、

行間の使い方、 テキス トのプロック化などの空間配置上の手法は、 特定の言語への依存性

は低いものの、 組版上の技術的制約とか、 組版方法の伝統的規範、 さらには人間の視覚に

対する配慮、などの様々な条件に依存しつつ組み立てられている。 しかし、 実際には、 なお

かなり多くの選択肢の中から配置方法を選べるものであり、 その意味で自由な表現と解釈

の余地のあるものである。

3.2 結果としての書物上の「空間配置」と表現手段としての「レイアウトJ

空間配置の中でも、 組版処理の結果、偶然的な実現結果としてあらわれてくるものと、

テキス トの構造に即した区切りや配置などの意図的な表現手段として組み立てられるレイ

アウトとは、 一応概念的に区別して考えることができる。

偶然的な実現結果といえども、ページ、 行などによるテキス トの位置情報は、 テキス ト

の読解の便宜上一定の役割を果たしており、 テキス ト・ データペース を構築する場合でも

重要な付加情報となっている。

レイアウトの効果的用法として、振り仮名などの行間の使い方や、 テキス トプロックど

うしの組み合わせ方次第で、 テキス トの一直線的な流れを変更して、複線的な流れを視覚

的に表現したり、 テキス トの内容だけからは必ずしも自明でないテキス トの中の離れた部

分どうしの関係を表現したりする場合もある。 こうした表現形態に忠実なデータを構築す

るためには、 技術的原則やテキス ト構造に還元できないレイアウトについて個別的に記述

する必要がある。

意図的なレイアウトと言うとき、誰の意図なのかということも問題になる。 多くの場合、

編集者や出版する側の意図が反映されるだろうが、 そもそもテキス トの中味と無関係では

ありえず、 また著者がレイアウトの細部に至るまで細かく注文をつけることもしばしばあ
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る。 どこまでが表現手段として意図されたレイアウトと解釈されるかという問題と合わせ

て、 その判断はテキス ト成立に関する研究成果に依存し、電子データ化に際しでもその判

断が反映される。

3.3 テキス卜の構成や空間配置に関するデータの性格

テキス トの文字列については、 一字の欠如、誤りがデータ上の重大なエラーとなるとい

った性格を持つ。 一方、 テキス トの構成や空間配置の分析については、 既存文献の場合、

研究者によって解釈がわかれる可能性もある。 また、 分析の精度の設定やデータ化の内容

には選択の余地があり、 研究目的と研究者のテキス ト解釈に応じたデータ構築が要求され

る。

新規に文書を作成する場合に準拠すべきテキス ト作成のためのルールと既存文献の電子

化にあたっての分析・記述の手法とでは自ずからその性格が異なる。 前者にあっては、 ル

-)レに従ってテキス トの書き方を直していくが、後者にあっては、 研究目的に応じて、 ま

た様々な表現手段を駆使した豊かな表現内容の読み取りに対応できるよう、電子データ化

の手法の方が改良の対象となる。

4 文書処理規格の標準化とデータの多目的利用ないしは可織性(portability)

4. 1 データの可搬性

文書処理シス テムの標準規格を作れば、 機種・ソフト聞の互換性が確保され、 データの

再利用に道が聞けるだろう。 データの可搬性(異なる機種・環境上での互換性 )という観点か

ら見て、 文字列の電子化だけなら、 使われる文字コード・文字種の共通化・規格化が主た

る関心事になるが、 テキス トを含む拡張された文書形態の可搬性という観点からは、 文書

の論理的・形式的構成の電子データ化も必要となり、 それに応じた方式の共通化・規格化

が問題となってくる。

4.2 マーク付け(markup)方式- SGML 

国際的規格となった文書記述言語S GML は、 テキス 卜構造の分析・記述方式として一

般性があるため、これを使って各種の文献の電子データ化を推進しようとする動きがある。

しかし、 新規文書の作成にとどまらず、 既存文献の電子データ化のためには、 そのままで

はうまく使えない点がある。

S GMLでは、 階層的論理構造をもったテキス 卜主体の文書( 図や表を含んでもよい )か

ら出発して、 結果として簡便にページ構成を合成する出力工程として空間配置が考えられ

ており、 テキス 卜構造が最重要の情報で、 空間配置は出力装置に依存した可変の実現手続

き程度にしか位置付けられていない。 こうしたマーク付げの基本理念の特性から、 例えば

テキス ト・データへの便利な付加情報となる原文献のページ・行番号などの位置情報を論

理構造と同ーの階層構造の中には書き込むことができない。 ただし、S GMLでは記述上複

数の文書型の併存の余地が残されており、 論理的なマーク付けに加えて出力文書の配置情

報をも書き込み、複数の視点をもたせることも不可能ではないが、 そもそも階層的構造の
注3

パターンにあてはまらないような複線的なテキス ト構造などは記述が図難である。
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4.3 WYSIWYG型の文書処理

WYSIWY G型の文書処理システムによる作業では、出力結果をディスプレイ上に表示

しながら入力、編集作業を行うのが普通であり、 作成しようとする文書は、常に空間上の

配置を伴って組み立てられていく。 このタイプのシステムは多くの場合、1)テキストの論

理構造を分析・記述しているわけではなく、2 ) 空間配置を表示できるといっても、これを

テキストの内容との関係の上から分析・記述しているわけではない、3)何よりもシステム

として特殊化し、特定の機種・ 環境に依存している。 確かに、 目的とする文書形態に応じ

て柔軟な処理が可能であり、便利ではあっても、一度そのシステムで作られた文書は、 多

く場合、 そのシステムによる印刷・改訂版の作成以外に使い道がない。

WYSIWY Gの前提となる GUI (Graphical User Interface) の流れの中で、最近、「文

書指向のJ (document-oriented) ないしは「文書中心のjと称される文書単位での記録・

表示の互換フォーマットがいくつか開発されつつある。 一例は、A dobeSyst巴ms 社の

Acrobatと呼ばれる一群のソフトウェアであり、これは Macin tosh、Win dows、 UNIXの

いずれの GUI 環境上でも、 文字の書体、テキストや図・表の配置、 データ間のリンクまで

含め、 ほぽ同一の文書形態を維持したままデータ交換を可能にするというもので、同社の
注4

ページ記述言語PostScrip tを利用する。 さらには文書をユーザ・インタフェースの中心に

置くようなシステムソフトウェアレベルでの文書指向インタフェース環境が開発されつつ
注5

ある。 こうした可搬文書フォーマットの出現の背景には、 文字列としてのテキストより主主

張された内容をもっ文書形態でのやりとりの必要性についての認識があり、将来、こうし

たもののいずれかが事実上の標準規格となっていく可能性も考えられる。

5 結論

電子化データについては、 一度出来上がってしまえば不変という捉え方ではなく、利用

目的に応じて、 原文献に立ち戻って柔軟に再構築される道具という捉え方のほうが、 より

その性質にふさわしい見方なのではないだろうか。 文書形式の可搬性が確保されたとして

も、 文書処理規格の将来における改訂の可能性も含めて、電子化データは研究支援ツール

として必要に応じて増補・ 改訂を受けうるものである。 その意味で、電子化データは原資

料にとってかわる性質のものではなく、 その利用形態においても、 原資料たる書物と密接

不可分である。

データの構築・ 再構築に際しては、 テキスト構造ならびに原文献上の空間配置などを書

き言葉における表現手段という観点から整理して、必要に応じてデータとして付け加える

ことも課題となる。 文書形態のデータの可搬性を考えるなら、従来の狭い意味でのテキス

ト主体のデータ形式にとどまらず、デスクトップパブリッシングで馴染みの深い手法にも、

文書規格上ないしはインタフェース上の問題として活用の余地があるのではないかと思わ

れる。

注I 音声言語を 主とする言語観については Paul (1880 [1975] : pp. 373- 389) 、 Saussure ( 1916 
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[ 1972] : p. 45， 103， 1 65)を 参照。 『一般言語学講義j における書き言葉の 理論的位置付げについ

ては Harris ( 1987: pp. 14-32， 69-78)に 論考がある。

注 2 フランスの社 会史の 分野ではChartier ( 1991 ; 1992)などを参照。 イギリスにおける書誌学

の 分野での問題提起としてはMcKenzie ( 1986)を参照。 いずれの場合も、コンビュータで読め

るテキストは書物の 物質的制約から解放され、新たなメディアの 特性に 従う ため 、新しい形態

の テキストが生まれるという見方で、りし ろコンピュータ上では書物からの離脱を 基本 的与件

とみなしている。

注3 国際規格の 「開放型文書体系 (Open Document Architecture) 及び交換様式J (l SO 8613- 1，  

2，4-8 [ 1989] ; JI S X 4 101，4 102， 4 104-4108 [ 1993]) では、文書概念の 基礎として論理的な見

方 (章、節 、 段落への 分割) と割付り的な見方 (ページ 、 区画への 分割) の 二つの 補完的観点

があることを 明示している 。 そ こでは「編集、 書式付け及び 表 示に 関し 、文書発信者の意図が

最も 効率的に 伝えられるように J (X 4 10 1， 5 . 1) 文書の交換を 促進することが目的の ーっとし

て掲げられており、データ構造の表現では SGMLの応用、論理構造と割付け構造の 連結 などが

規定されている。

注4 類似の ソフトウェアとして、Macintosh上で実用化されている、Common Ground ( No 

Hands Software社)、 Replica ( Farallon社)などがある 。

注5 Macintosh上ではOpenDoc (Apple Computer社)、Windows上ではOLE (Object Linking 

and Embedding) (Microsoft社)など。
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く付記>

本 稿は、 1993年 10月30 日国語学会秋季大会において口頭 で発表した内容 をもとに加筆 したも

の である。 発表要旨集の原稿と比べ て、第2節はそ の後 の知見 を含めて大幅 に書き直 し、第4節は

見出しを変え内容 を 追加 した。 第5・6節は最後 の結論にまとめた。注記は、新たに 追加 した内容 の

補足にとどめ 、 他はま整理・割愛 した。 その他 、 若干 の表現を改め、 参考文献にも論旨 に沿 うように

若干 の入 れ替えがある。 ( 1994年 3月28 日)

本 稿締切後 に 、 SGMLを応用して各種文献の可搬電子 データ化 を目指す TEI ( Text Encoding 

Initiativ e) の指針 の第3 版であるCuidelines lor Electronic Text Encoding and Interchange 

( T E I  P3) (ACH ，  A CL， A LLC， 1994) が公表された が、 本 稿 ではその内容についての検討は追加

せず、締切時点 の構成 のままとした。 なお、 4 .2 でふ れた非階層的構造の取り扱い の困難さについ

ては、 TEI P3 の第31章( pp.75ト760) でも言及されており、 同時にい くつかの事例 に即 した手法

が列挙されてい る。 ( 1994年 8月2 1 日 追 記)

一一 日仏 会館 フラ ンス 事務所一一
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